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Shin Kubota : Long term immobile orientation of Tropiometra a企a macrodiscus 
(Hara) (Echinodermata, Tropiometridae) 
赫皮動物門のオオウミシダ Tropiometra
afra macrodiscus (Hara) (Echinodermata, 
Tropiometridae) は、 房総半 島以南の太平洋
側の浅海で普通に見られ、 岩礁の突出部を好む
















































Rare juvenile Panulirus japonicus (Palinuridae) from Shirahama Town, 
Wakayama Prefecture, Japan 
2015年11月22自、 白浜町の瀬戸漁港のなじみ
の海、師さんか ら小型のイ セ エゼPanulirus






2016年 1 月27 Bに死亡した（図1 ）。
この僧体の頭部には大小の触角が1対ずつあり、
小さな第2 触角で威嚇音を発することもできる。
の太く
胸部には海底を這う5対の歩脚があった。 腹部の
5対の腹肢は遊泳用で、 水槽内では、 驚かすと後
ろ向きにすばやく飛ぶように泳いだ。
った。 イセエピは国内で
島以南の岩礁域に分布し、 台湾が南限とされる
（峯水， 2000；加藤・奥野， 2001）。
久保田
図1 2015年11月中旬に白浜町沿痔で、縞にかかった
稚イセエピ（2016年1月27日死亡時に撮影）
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